
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

○林業経営団地面積5千haの設定
　（前期計画（H23～H27）における林業経営団地面積は、115千ha（進捗率117％）となり、アクションプランの見直しに伴い、後期の
目標及び全体計画量検討中）

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H28実施内容
H27 H28

（要求） （予算案）

研修会・講習会の開催
及び林業普及指導員の研修

直接
間伐研修会・特用林産栽培研修会の開催
地区懇談会の開催
国主催研修への参加

1,484 1,484

204

各地区への巡回指導
情報収集

直接
林業事業体等への技術指導
最新技術等の情報収集

1,394 1,314 1,314

（当初）

267

人口定着・
確かな暮
らし実現総
合戦略

信州創生の基本方針

施策展開

情報の提供 直接 長野の林業への情報掲載（12回) 1,484

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

（指摘事項等） （対応）

要求からの主な変更点 要求どおり

事業番号 10 02 12 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□当初要求　　■当初予算案　　□補正予算案　　　□点検

事　業　名 林業改良普及事業費 担
当
課

部局 林務部

課・局・室 信州の木活用課

総合５か
年計画

プロジェクト  E-mail ringyo@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
１－４森林を活かす力強い林業・木材産業づくり

１　林業再生の実現 実施期間 S33

県が関与
する理由

～

県でなければ実施不可（法令等義務）
【左記の説明、根拠法令等】

森林法第187条及び195条

県民との協働による実施： 実施中

目指す姿

林業事業体・森林所有者等に森林・林業に関する技術・知識を普及し、健全な森林の造成や効率的かつ安定的な木材の搬出等によ
る林業の振興を目指す。
成果目標：林業経営団地（木材生産を行うための路網整備や高性能林業機械の導入を推進する団地）面積（H23～H32）132千ha
H28計画面積　5千ha

現状
（予算編成

時）

○林業事業体や森林所有者等に対しての新しい林業技術や木材のカスケード利用に関する普及活動の不足
○面積が小規模な森林所有者が多いため、集約的施業が困難、森林整備の遅れ
○森林路網の配備不足や機械化の遅れに起因した高い生産コスト、木材の利用不足

予
算
額

前年度繰越

当初予算 3,713 3,612 3,267 3,267

補正予算

合計（A) 3,713 3,612 3,267 3,267

合計 3,612 3,267 3,267

区　　分（単位：千円） 26年度 27年度 28要求 28予算案

204

森林総合監理士の育成 直接 森林総合監理士研修への参加 467 265 265

目標 成果 達成状況

H27末
（見込）

H28

19,700ha 5,000ha

H29
目標

0

成果目標の達成状況

15,960ha
林業経営団地の
設定(単年度)

項目 H26末

511,996 511,996 511,996

Aの
財源

1,857 1,807 1,766 1,766

1,856 1,805 1,501 1,501

0 0 0

指摘事項等への対応

□監査

□決算特別委員会

□県民協働による事業改善

 概算事業費（B（A）+C） 515,709 515,608 515,263 515,263

概　算
人件費

62.00 62.00 62.00 62.00

511,996

3,713


